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神奈川県湘南工業地帯の地一下水

高橋稠暑安藤　武莱
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　　　　　　　So旺t血ern　Kanagaw3Prefecture

　　　　　　　by

Shigem　Takahashi母Takeshi　And6

Abstract

　　　　At・36factories　of　several　cities　located　in　this　district，the　ground　water　of137，000

cub。mperdayaltog6therisutilizedfortheirwatersupplyl　Thesurfacewatersof　therivers

S段k6and　Sagami　permeate　into　the　ac匂uifers　in　their　rlver　basins，respectively．

　　　　For　future　water　resqurcesl　it　is・d今sirable　to　htilize　the　ground　water　contained　in　the

diluvial　sediments　which　are70～100m　thick．

　　　　　　　　　　要　　旨

　1．　関東南部地域の水調査の一環として神奈川県湘南

地域の小田原・平塚・茅ケ崎など諸都市における工業用

水源の調査を行なつた。

　2．調査地域内における工業用水総取得量は136，800

m3／dayで，ヒのうち地下水が55，200m3／day，上水道水

が8・ooo　m3／day・河川水が22・600m3／day，とな？てお

り，このほか51，000m3／dayの湧水が使用されている。

　3．小田原市の酒匂川流域には豊富な自噴性の地下水

が賦存しており，深井戸により深度70m以浅の地下水

が工業用に使用されているが，小田原製紙K．K。および

富士写真フイルムK・K・などでは1井あたり1・700～

1，800m3／day程度の地下水が揚水されてv・る。

　4．平塚市の旧海軍工廠跡には横浜護護K・K・など多

数の工場が操業しているが，工業用水源はいずれも深井

戸を利用しており，．おもに深度60～90m付近までの被圧

面地下水が揚水されている。平塚市所在8工場における

地下水総使用量は11，900卑3／dayであるが，このほか約

3，080m3／dayの上水道水が工業用に使用されている。

なお平塚市における上水道水使用量は地下水にめぐまれ

ない大船地区に較べ，むしろおおきなものとなつている。

＊地質部

　5．東海道沿線の大船および戸塚地区はいずれも背後

に第三紀丘陵がせまつており，各工場はほとんど薄い沖

積層上に立地し，地表面下10～20m位で第三紀層に到達

するため，一般に地下水を求めることは困離となつてい

る．このため工業用水はいずれも上水道水に依存してお

り，大船および戸塚地区における上水道水使用量は3，600

m3／dayにも達している。

　6．酒匂川の表流は比較的容易に伏没して被圧面地下

水に転化しているが，背面側からの地下水供給量がおお

きいためぞ臨海部においていまなお塩水の影響がみとめ

られない。また相模川水系に属する平塚地区の被圧面地

下水はきわやて変化の多い水質組成を示し，隣接工場の

場合，おなじ収水層深度であつても著しく水質を異にす

る現象がみられる。とくに60m以深の潔井戸ではC1一成

分の比較的多いのが特徴となつている。

1．緒　　言

　神奈川県南部の湘南地域は近年工場誘致が活発で新工

場の建設が盛んに行なわれているが，なかで，も酒匂川お

よび相模川流域には用水型工場が多数進出しており，い．

ずれも水源として地下水が利用されている。一とくに旧海

軍工廠跡の平塚・茅ケ崎両市は首都圏整備計画により衛

星都市として指定が予定されており，工場用地の造成・

整備が積極的に進められている己
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　こうした事情にかんがみ，東海道沿線湘南地域におけ

る工業用水源の実態を把握するため，総括的調査を行な

つた。とくに各工揚め深井戸につやて水質分析を実施し，

あわせて井戸資料の収集に重点をおき，そのとりまとめ

を行なつたのである。今回の調査では地下水の流動規模’

などについてはあまり解明しえなかつたが，今後に行な・

われる相模川水系全般にわたる地域調査でそのとりまと

めが報告できるものと考えている。

　なお，この調査結果がこれら湘南各地における工業用

水確保の参考となればさいわいである。今回の調査にあ

たり協力いたズいた神奈川県庁および調査対象となつた

関係工場各位に厚く感謝の意を表する。

2．調査規模

調査期間　昭和35年2月1♀日～3月5目

調査範囲　神奈川県小田原市・平塚市・寒川町・茅ケ

　　　・崎市など東海道沿線における湘南地域一円

　　　　（第1図参照，関係地形図は1／50，000，小

　　　田原・平塚p藤沢・横浜）

　神奈、川県　　　 タ

　　　　　　　　ネ　　　　o戸塚＝湾二三　　寒川　　　　　　　　＿r
　靱o轡・大船『二　一
　〇　Q大　　茅ガ崎

真フイルムK．K．足柄工場では箱根外輪山から供給を受

ける湧水が使用されている。

調査地域内の各都市における地下水・河川水・上水道

水など工業用水取得量は次に示すとおりである。’

地区名

横浜市戸塚

鎌倉市大船

藤沢市
寒川町
茅ケ崎市

平塚，市

大磯町
小田原市
富士写真フ
ィルムK。K。

足柄工場

地下水
取得量

90

130

3，855

5，300

8，070

11，920

16，825

9，000

河川水

12ンOOO

10，600

湧水

51，000

上水道水井戸
使用量一本数

2，240

1β70

100

590

130

3シ080

500

30

3

3

8

6

9
17

19

13

単位m3／day

なお，調査対象全般にわたる工業用水総取得量は次の

とおりである。

総取得量
小駆

穐猿湾

o調査地

ヨ
＃
ヨ
⇒コゴ＼

136，830

地下水取得量

55，190

河川水・湧水

73，600

上水道水

使用量

第1図　調査地点位置図

調査対象巡検工場 36カ所

水試料の採取および水質化学分析　32点

収集したさく井地層図　　　　　　20点

調査担当者

工場用水に関する綜括的調査およびそのとりまとめ

　　　　　　　　　　　　高橋稠
水質の化学分析　　　　　　　　　　安藤　武

3・　工業用水取得の現況

調査地域内における工業用水取得量は第1表に示すと

おりであるが，調査対象工場のうち深井戸により被圧面

地下水を取水するものが25カ所，浅井戸により自由面地

下水に依存するものが6カ所となつている。またおもに

上水道水に依存しているものが11カ所，河川表流水を取

水しているものが3カ所となつている。このほか富士写

8，040

単位　ドm3／day

　このほか未調査関係工場をも考慮すると，その用水総

・取得量はおそらく150，000m3／day程度を上廻るものと

考えられる5

　3。1　大船i也区

　東海道線大船から戸塚の沿線にかけては三菱電機K，

K・など7工場が操業しているが，各工場はその背後地

．に第三紀層からなる丘陵をひかえる狭い低地上に立地し

ているため，いずれも地下水を量的に求めることは一般

に困難となつている。このため犬船および戸塚地区所在

の諸工場では水源として上水道水が工業用に使用されて

いる。各工場における上水道水の月別使用状況は次のと

おりである。

K．K．資生堂大船工揚

，三菱電機K．K．大船工場

東洋化学K．K．

国鉄工機部大船工揚

K．K。芝浦製作所大船工場

4，000m3／mon

20，000～30，000〃

6，000　〃

7，000　〃

．4，000　〃
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　神奈川県湘南工業地帯の地下水（高橋　稠・安藤　武）

第1表神奈川県湘南地域における地下水取得量の現況（1） 単位m3／day・

地　区 工場および施設名

横浜市

戸塚区

　〃

　万ノ

　〃

鎌倉市

　〃

　”　　，

　〃

藤沢市

　〃

　〃
茅グ崎市』

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

寒川町

　〃

　〃

平塚市

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃
－
大
磯 町

小田原市

　〃

　〃

千疋屋農園

ブリヂストンタイヤK．K．
横浜工場

K』K．日立製作所

東洋高圧工業K．K．大船工
、業所

K．K．芝浦製作所大船工場

K．K．資生堂大船工場

三菱電機K．K．大船工場

東洋化学K．K．

国鉄工機部大船工場

森永醸造K．K．

日本精土耳，K。藤沢工場－

関東特殊製鋼K．K．

松下電器産業K．K．辻堂工場

　〃　　一　　蓄電池工場

東洋陶器K。K．茅ケ崎工場

東邦チタニウムK．K．茅ケ
崎工場

東都製鋼：K。K。茅ケ崎鋳鋼所

東洋カーボンK．K．，茅ケ崎
工場

日東タイヤK．K．

東急コンクリート工業K・K・
寒川工場

旭フアイバーガラスKッK。

古河電気工業K，K．平塚電
線製造所

平塚工業K．K．

新日国工業K。K．

森永乳業K。K．平塚

日本冷蔵K・K・プラステツ
クフオイル工場

K．K．不二家平塚工場

横浜護謹製造K。K．

日本冷蔵K，K平塚工場

日本ナショナル金銭登録機
K．K．大磯工場

東亜農薬K．K．小田原工場

木同毛織KK小田原干場

K．K，柳屋ポマード本店

所　　在　　地

横浜市戸塚区秋葉町101

　〃　　柏尾町1

　”　　　戸塚町216

　〃　　　　笠間町1，190

　〃甲　　　　1，000

鎌倉市岩瀬字下耕地1

　〃　大船800

　〃，台79

鎌倉市

藤沢市藤沢136

　〃　　鵠沼1，375

　〃　辻堂1，110

茅ケ崎市和田3，782

　〃　、　　　3，456

　〃　　茅ケ崎6，666

　〃　　　　　　818．

　〃　朱畑838

　〃　　円蔵370

高座郡寒川町1之宮
2，001

　〃・　　　　3，052

〃一乏宮下河原3，299

平塚市八幡2，700

平塚市

　”　馬入700

　〃　新宿698

　〃　八幡103

　〃　八幡字西原103

　〃　新宿150

　〃　南原456

大磯町大磯2，333

小田原市国府津2，681

　“　岨208

〃鴨宮八丁河原1，068

敷　地
（m2）

浅井
戸

78，000

164，100

42，900

20，100

9乳006

99，000

891，000

　5，280

165，000

1召8・500

28ン000

33，000

89，000

462，000

39，600

79，200

132，000

33，000

82，500

286，500

56，000

162少000

12，500

11，200

12，500

261，000

　2，870

66，000

33，000

162，000

33，000

深井戸 河川水 上水

　7　　一　　一

一　　　　一12ヲ000

－　　 50

－　　　30

　　　100
　（自噴）

30　　－

50　　一

．5　　一

一3，800

－　　100

－　　540

－3，600

－3，500
’
2
8
0
　
　

－

50　　一

一2，000

－　　500

－2・809

400　　一

　一　　850

　－1；900

　＿　　700

　＿2，000

25003，．500

　　　70

　5　　一　　　一

5000　3シ000　　　　一

　一　　480　　一

1，000

麟艶戸本数

540

500

200

130

700

300

240

100

30

　　7
13，000

100

90

500

500

800

65

15

590

500

230

130

800

300

270

50

105

3，800

　100

　540

3，630

3，500

　380

　50

2，090

　500

3，300

　500

　400

1，650

1，965

　715

若干　2，000

1，700　7，700

　－　　 70

　500　500

　30，　35

　－8，000

　－　　480

1

0

1

0

1

0

2

0

1

1

1

6

1

2

2

2

1

1

2

1

3

0

3

2

1

1

1
浅井戸6
深井戸2

　　1

　　0

　　1
・浅井戸5
深井戸2

　　1
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地区

～ガ咽原市

〃

〃

〃

〃

〃

南足柄町

工場および施設名

小田原製紙K　K，小田原工場

湯浅電池K．K．小田原工場

富士写真フイルムK．K．小
田原工場

小田原製氷K．K．

日本冷蔵K。K．

印刷局酒匂工場

富士写真フイルムK，K．足
柄工場

所　　在　　地

小田原市多古150

〃 18

〃　　細田220

小田原市

〃

〃

足柄上郡南足柄町中沼
　　　　　　210

敷地
（m2）

28，900

浅井
戸

700

99フ000’

89，000

1，650

2，300

419，000

深井戸

一1

2，900

1，700

1，800

240

1，000

9000

河川水

1，000

上水

9，600
（伏流）’

51，000

（湧水）

用水総
取得量

3，600

1，700

2少800

240

1，000

9，600

60，000

井戸本数

4

1

2

1

2

0
浅井戸8
深井戸5

（昭和35年3月現在）

O干疋屋農園
…i…横涙

　　　　　　　　　　　　　．‡

粘　　膜

胸甥穫
　　　　　月塚

＝片瀬江’島

　箏

鳳日立腓所σ

　　／

　／

湾D工場敷地および深炉

0L」＿⊥上」押
江ノ島

灘慧蕪．

グ

第2図　－湘南地域における工業用水調査対象工場位置図

　　K。K．目立製作所　　　　　　14，00σm3／mon

　　東洋高圧工業K．K．　　　　12，000　〃　，

　このうち三菱電機K．K．には工場用水を目的に掘さく

された深度360mおよび240mの2本の深井戸があるが，

さく井当時ポンプを使用して約25m3／hの揚水を開始

’したところ，工場周縁に分布する一般民家の自噴井に干

渉を生じ，水位が低下し，自噴が停止するに至つた。こ

のため三菱電機K・K・ではポンプによる揚水を休止し，

現在地下永としては約100m3／dayの自噴量のみが使用

されているにすぎない。

　このほかK　K．芝浦製作所大船工場では深度50m前後

の深井戸が使用されている。この井戸はさく井当時に自

一
噴 していたといわれるが，現在水位低下のためかろうじ

　て約30m3／day程度の地下水が揚水されているにすぎ

　ない。

　　以上のように大船地区における諸工場では地下水が求・

　められないため，多量の上水道水が工業用に利用されて
’
お
り
， その使用量総計は3，600m3／dayに達している。

　なお各工場では現在つぎつぎに既設工揚の拡張や新工場

　の建設が行なわれているが，いずれも地下水の取得が困

　難なため工業用に必要な水は上水の供給に依存するほか

　なく，工業用水源のほとんどは割高な水料金でまかなわ

　れている現状にある。

　　3．2藤沢地区』
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神奈川県湘南工業地帯の地下水（高橋　稠・安藤　武）

　東海道線の辻堂には関東特殊製鋼K．K．が操業してお

り，また藤沢には目本精工K．K．，森永醸造K．K，など

がある。

’関東特殊製鋼K・K・には深井戸6本があり，3，800m3／

dayの被圧面地下水が揚水されてV・る。その1井あたり
’
の
取
水 量は600～700m3／dayであつて，小田原・平塚地

区などに較ぺると比較的ちいさなものとなづている。

　森永醸造K．K．では浅井戸を使用して約50m3／dayの

自由面地下水を取水しており，また目本精工K．K．でも

浅井戸を所有しているが，いずれも水位低下のため揚水

不能となつており，地下水利用はあまり期待できない状

況にある。

　関東特殊製鋼K．K．深井戸における収水層深度は40～

50m，70～80m，110m前後となつてV’るが，深井戸運

転水位は20～26m位に低下しており，平塚・小田原地区

．に較べて揚水條件は一段と悪くなつてマ’る。なお藤沢地

区における地下水の供給源は，おもに後背地の洪積台地

、における浸透水と考えられるが，井戸による揚水は地下

水の供給が乏しいため一般に困難となつており，地下水

利用の面で量的にけあまり期待できない状況にある・

　3．3『茅ケ崎地区

　当地区には東洋陶器耳・K”東邦チタニウムK』K，

松下電器産業K．K．など深井戸により被圧面地下水を取

水する工場がある。このほか浅井戸を利用するものには

東洋カーボン／理．K．，東都製鋼K．K・などがある。その

地下水取水量は総計8，000m3／dayに達しているが，そ

の1井あたりの揚水量を平均すると深井戸では1，100m3／

day，浅井戸で約160m3／dayとなる。東洋陶器K．K・

に諮ける深井戸では収水層に礫層がとくに厚く発達して

おり，井戸2本で約3，600、m3／dayの地下水が取水され

ており，その取水量は比較的おおきなもガどなつてい

る。なお当地区における帯水層の賦存深度は35～55・n，

65～80mとなつており，深井戸を利用した場合は1井あ

たり2，500m3／d町までの地下水利用が可能と考えられ

る。

　3．4　平塚地区

　旧平塚海軍工廠跡に横浜護謹製造K。K．，日本冷蔵K．

K．プラスチック工場，不二屋K．K．，新日国工業K．

K．，森永乳業K．K．，’などが操業している。1これら工

場群における用水はいずれも地下水源に依存しており，

おもに深度60’一85mにおける帯水層から収水されている。

　このうち最大規模を有する横浜護謹製造K．K，では浅

井戸6本，深井戸2本を使用して計6，000血3／dayの地

下水が使用されている。このほかの工揚ではいずれも1

本ずつの深井戸を所有して地下水の利用を行なつている。

　各工揚における揚水量は森永乳業の85m井で1，900m3／

　day，目本冷蔵プラスチック工場の90m井では700m3／

　day，不二家K．K．り90m井では約2，000m3／day昏あ

　る。これら深井戸における1井あたりめ取水量は最高

　2，000m3／dayどまりとなつているが，全体について収

　集した井戸資料によると自然水位6を8卑に対し運転水

　位は最大12mまでとなつている。また平塚市における調

　査対象8工場のうち現在使用中の井戸数ほ全部で17本あ

　り，これによつて揚水されてv・る地下水は約11，900m3／

・dayとなつており，これを1井あたりの地　水揚水量を

　平塊すると約700m3／dayとなつてv’る・

　　なお新目国工業K．K．では深度80m前後の深井戸2本

，により揚水を行なつているが，、ボアホールポンプの吸水

　管が深度10mという浅い所に位置しているため，水位

　降下により揚水不能となつており，そのうえこの井戸は

　約20年前に掘さくされた井戸であることも原因して，汚

　染による水質悪化になやまされ，揚水の不足をきたして

　いる。このため地下水以外には約800m3／dayの上水道

　が使用されておもに洗浄用水にあてられている。このほ

　か古河電気工業K』・K・では井戸を使用しておらず・現在

　約500m3／day程度の上水道水が使用されており，将来

　に井戸の掘さくにより地下水利用が計画されている。ま

　た横浜護謹製造K．K．では地下水以外に多数の上水道水

　が使用されており，平塚市全体の45％にあたる1，700m3／

　d砂がおもに洗浄用水に利用されている。このように平

　塚市における上水道水の依存度は地下水にあぐまれない

　大船地区に較ぺてむしろおおきくなつており，その使用

　量は総計3，080m3／dayに達し，湘南地域のうちでも最

　高となつている（第4図参照）。

　　3．5　寒川士也区

　　寒川町の旧海軍工廠跡には日東タイヤK。K．，東急コ

　ンクリートエ業K．K。，旭フアィバーガラスなどの工場

　が操業を行なつているが，いずれも水源と、して地下水が

　使用されている。旭フアイバーガラスK・K・では3本の

　深井戸により約3，300m3／dayを取水し，1井あたり約

　1，100m3／dayの揚水を行なつている。また目東タイヤ

　K．K．では2，000m3／day，東急コンクリートエ業K』K．

　では小規模ながら地下水が揚水されている。これら寒川

　町所在の3工揚における地下水使用量は総計5，300m3／・

　dayであるが，おもに深度100m以浅の地下水が揚水さ

　れている．収水層深度は45～65m，85～100mとなつて

　いるが，地理的にながめるとその供給源拮一応相模川水

　系のものと考えられる。

　　寒川町地区の地下水はまだその開発が始められたばか

　りであり，割合によい揚水條件を有レてv・るから，相模
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地質調査所月報（第12巻第7号）

　　　　　・第　2　表　　　神　奈　川　県湘　南　地・域　に

地区名

横浜市

　〃

鎌倉市

　〃

　〃

　”ρ、

藤沢市

　〃

　，ク、

茅ケ崎市

　〃

〃

〃

〃・

工場および施設名

千疋屋農園

K．K．芝浦製作所大船工場

K．K．資生堂大船工場

三菱電機K．K．大船工場

　〃

東洋化学K．K．

国鉄工機部大船工場

森永醸造艮．K

日本精工K．K．藤沢工場

関東特殊製鋼K、K．

松下電器産業K．K。辻堂工場

松下電器産業K．K．蓄電池工場

　4

東洋陶審K．K．茅ケ崎工場

東邦チタモウムK兜K・茅ケ崎工場

東都製鋼K．K．茅ケ崎鋳鋼所

　〃　　　東洋カーボンK．K．茅ケ崎工場

寒川町‘日東タイヤK．K。相模工場

〃

〃

東急コン列一トエ業KK兜寒川土場

埴フアイバーガラスK．K．

井戸番号

・1

1

1

2

1

1

1
1（南）

2（東）

3（北）

4（中）

5（西）

6（西南）

　1

　1

　2

　1

　2

　3

　1

　2

　3

　4

　・1

　2

　3

　1

　1

　2

　1

　1

　2

井戸名

浅井戸

深井戸

井戸なし

深井戸

　〃
井戸なし『

浅井戸

　一“

深井戸

　〃

1〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃．、

　〃

　〃

深井戸

　〃

浅井戸

　〃

深井戸

　〃

　〃

　〃

　〃

きく井

年度
S一昭和

きく井
側管孔
径m／m

S－14

、Sr29

S－10

S－15

S－16

S－25

S－28

S－32

S－34

S－24
、S－10

S－29

S－15

S－30

S－35

S－30

S－31

S－30

S－16

S－34

S－33

S－32

S－33

50

250

　血
3．30

　m
1．80

300

300

300

300

．300

350

150

200

200

250

300

400

300

300

1．9m
－
2
m

300

350

200
’
2
5
0

・250

さく井

深度
（m）

ポンプおよび揚
水動力の大きさ

6
50

360

242

5

5．1

9

60

60

91、

97

97‘

127

54．5

50

60

90m

60．5

70

90．5

90．5

7～8

　6

90

60．5

90

106

37m／mTPo。251P

『
5
0 m／mTP　51P『

100m／mBH　151P

37m／mTP　3正P

loOm／mTP7．5壬P

75m／mTP7．51P

lOOm／mBH　151P．

100m／mBH　151P

，125m／血BH　30四

100m／mBH　151P

125m／mBH　301P

125m／mBH　301P

75m／mBH7．51P

75m／mTP　15王P

62m／mBH7。5H》

125m／mBH　25H⊇

150m／mSP　15H⊇

250m／mSP　301P

150m／mSP　401P　・

150m／mSP　40正P

loOm／mTP　IOIP

75血／mTP7．5王P

　　BH・501P
150m／mSP　401P

75m／mBH7．51P

loOm／mSP’151P

loOm／mSP　20王P
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神奈川県湘南工業地帯の地下水（』高橋　稠・安藤，武）

おけ・る地下水利用工場の現況
自然
水位
（m）

’4．5

自噴

2．0

9．8

16．45

11．00

19．9

6．5

9．5

自噴

〃

1．8

1

4．25

7．2

5．2

8．2

揚水
水位
（m）

4～5

17．4

｝16．45

20．35

24．0

26．8

13．6

11．5

2

7。4

3．85

4．12

18．6

17．8

17．8

揚水量
（m3）

30m3／day

［35～50

　m3／day
10m3／day
　（推定）

　36m3／h

36m3／h

60m3／h

36m3／h

66m3／h

66血3／h

，18m3／h

36m3／h

15m3／h

11m3／h

2m3／h

2．5m3／min

30m3／h

使用
時間

24

18

〃

〃

〃

〃

12

一6～7

24

24

2～3

15～16

．24

24

24

12

18

24

24

水温
＜。c）

13

17．8

’
1 7．2

17．9

17．5

17．4

17．2

17．2

16．5

17．5

16．6

15．9．

17．8

17．2

16．9

16．9

一
主
要
製
品

電動機
発電機

化粧品

螢光ランプ

ビニール
の加工品

車輌
合成酒

ベアリング

鍛鋼品
圧延機械

乾電池

蓄電池

陶器

金属チタニ
ウム

マグネシウ
ム

鋳鋼

人造黒鉛

タイヤ・
チューブ

コンクリー
トパイル
グラスフア
イバー

用 途

雑　　用

洗浄・雑用

冷却・雑用

洗浄・冷却

冷　　却

洗浄・雑用

原料用・洗浄

冷　却

〃

雑用・飲料

洗浄・冷却

温湿度調整
洗浄用・雑用

冷却・洗浄
飲　　料

雑　　用

冷　却

冷却・雑用』

冷　却

洗浄・養生用

温調用

備 考

作井当時自噴していたが現在取水量減少

上水道水使用量4，000m3／mon

現在ポンプ揚水を行なわず自噴量のみ使用中

深度270mの井戸を掘さくしたが，水質悪く，
廃井にして現在上水のみ使用

上水道水使用量7，300m3／mon

揚水開始後15分で水位降下しポンプ稼動不能・
となる。水位降下のため20分間で揚水不能と
なり，井戸内に水道水を入れ循環して倹用し
ている

将来の揚水量4，500m3／dayに拡張計画中

揚水量平均3，500m3／mon

　　　　　　ロ循環水を約100m3／d4y雑用に再使用，今後
温調用に深井戸1本の計画がある

揚水の50％にあたる冷却排水を回収し洗浄用
に再使用。将来井戸3’本で6，000m3／dayの揚
水計画がある
上水道水ユ，ooO　m3／monを使用

1号井休井
2号井　”

大部分は電気炉の冷却に使用，最大使用時の揚．
水量は約5，000m3／hである

3号井之4号井は作井当時相当量自噴
浅井戸1木のみで揚水し大部分は電気炉冷却に
使用している

上水道水使用量3，000～4，000m3／mon

冷却に60％使用

井戸2本のうち揚水には1井のみにて交互に使
用

上水道水使用量2，700m3／mon（ご業用のみ）

貯水槽中に鉄バクテリヤの発生が多い

揚水の90％は冷房用に使用
上水道水使用量15，000m3／mon
4号井を計画中
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地質調査所月報（第12巻第7号）

地区名

’

寒川町

平塚古

　〃

〃

〃

〃

〃

’
〃

　〃

一大磯町

小田原市

　〃

〃

〃

〃

，”

〃

〃

南足柄町

工場および施設名

旭フアイバーガラスK．K，

古河電気工業K。K．平塚電線製造所

平塚工業

新日国士業K．K．

森永乳業K．K．平塚工場

日本冷蔵K．K．プラスチックフオイル工場

K。K．不二家平塚土場

横浜護護製造K．K．

日本冷蔵K．K稼工場，

日本ナショナル金銭登録機K．K．

東亜農薬K．K．小田原工場

大同毛織K．K．小田寡土場

K．K．柳屋ポマード本店

小田原製紙K・K小田原工場

湯浅軍池K・K・小田原工場

富士写真フイルムK．K．小田原工場

小田原製氷K．K．

日本冷蔵K．K．

富士写真フィルムK．K．足柄工場

井戸翻1井戸名・

3

1　1

2

1

2

1

2

1

2
！
、

1～6

7

8

1

1

1～5

6　f

7・

1
、

1

2

3

4

1

2

1

2

3

1

1

2

深井戸

井戸なし

浅井戸

　〃

深井戸

　〃

深井戸

　〃

　〃

　〃

　〃
湊井戸

』
深 井戸

　〃

　〃
井戸なし

浅井戸

　〃　’

深井戸

　〃

　〃
浅井戸

　〃

　〃
深井戸

　〃

　〃

深井戸

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃
浅井戸
（8本）

きく井

年度
S一昭和

S－34

S－14

S－13

S－26

S－31

S－33

S一34

S－28

S－31

S－27

S－28

S－31

S＿7－

S－16

S＿12

S－34

S－32
s＿29
～32

さく井
側管孔
径m／m

きく井

深度
（聖）

250　121

2。50m　 10

2．00m　　8

300　　85

250　75

30q、85

250　－

300　90

350　90

2．40m　　7．0

30似　90

300　90

200　51．5

　1m　　8
2．80m5’》7．2

300　66．7

300　181

200　57．5

1．50m　－

250・．36

60．5

300　36．4

400　、75

200　27．2

－　　 81

250　　81’

300　11～14

ポンプおよび揚
水動力の大きき

100m／mSP　　15H｝

　　TP
　　TP
125m／mB耳　30H⊇

　　　　301P100m／mBH15迎

150m／mSP　321P

lOOm／mS並》　201P

150m／mSP　30王P

125m価TP』20P

　　　BH
’
1
5
0 m／mおH151P

50m／mTP　21P

　　　　　3H》75m／mTP21P，
75～125m／mTP

　　　7。5《’301P

150m／mBH　401P

175m／mBH　50王P

loOm／mVP　5H》

80m／mVP　31P

30m’mVP　3王P

手00m／mVP3P

150m／mTP　30H》

　　　　25正P150m／mTP・25H》

150m／mBH　201P

200m／mBH　3QH》

75m／mTP．多5迎

75m／mTP7．51P

loOm／甲TP牝5m

125m／mTP　101P
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一神奈川県湘南工業地帯の地下水（高橋　綱・安藤　武）

自然『

水位
（m）

6

8

7．3

6．3

8．2

2．3

2．6

2．2

2

自噴

揚水
水位
（m）

19．08

12．0

10。O

8．6

揚水量
（m3）

40m3／h』

35m3／h

15m3／h

120m3／h

11’》12．　一

10．9　80m3／h

　5．2’40m3／h

10　110m3／h．

　　　3m3／h

1．5

5

10！5

4

4．25

0．6～1．9

　m3／min
　3m3／min

60m3／h

O．63m3加in

3m3／min

L5m3／min

3．4m3／mi血

　10m3／h

25～30
　m3／h

使用
時間

24

8

24

20

10

15

24

’24

24

24、

24

24（夏）

16（夏〉

（慕〉

24

8

24

24

24

24

休止

24

24

24

24

水温
（。C）

17．9

17．4

18．0

17．6

17。4

17．7

’16．8

18．4

16．5

15．5

15．0

16．5

16．6

16．5

16．5

主要製品

電線
鋼塊・棒

自動車ボ
デー

粉乳

アセテート
フィルム

Fチョコレ
ート

自動タイヤ
ハマゴム

氷

金銭登録機

パラチオン

　BHC
毛織物

ポマード
ヘヤト
ニツク

和紙

自動車用

蓄電池

現象薬品

氷

〃

印画紙
写真フイ
ノレム

用　　途

冷却・雑用

冷　…却

洗浄・冷却

冷却・洗浄

冷　却、

冷　却

冷却・洗浄

製氷用原料
冷　却
渡金洗浄

熱処理冷却

冷却・雑用

洗浄・温調用

飲　 料

冷却・洗浄

抄紙用

洗浄・冷却

冷却r飲料用

冷　、却

〃

冷却用
洗浄・雑用

備 考

将来井戸掘きくの計画がある
現在上水道水を15，000m3／mon使用

大部分は圧延冷却に使用

水質悪く井戸内に鉄バクテリヤの発生が多い

1号井は廃井

上水道水使用量1，500～2，000m吊／mon－

1号井は排砂多いため廃井

上水道水使用量450m3／mon　・

揚水はチョコレートのクーラに大部分使用

揚水の90％は機械冷却用に使用

夏季の上水道水使用量51，600m3／mon

上水はおもにハマゴムの洗浄用に使用i

こ・のほかコンプレッサー冷却用に浅井戸4本
を使用
現在上水道水のみ．を使用しているが将来井戸

の計画がある
このほか休井の浅井戸2本がある
上水道水使用量1，000m3／mon

浅井戸の揚水はおもに冷房用に使用

温湿度用建物約20，000m2

大同紡織K．K．にも給水

「ポンプの停止時自噴する

浅井戸の2本は揚水不足時に稼動

深井戸は排砂が多い

1号井は休止し，2号井のみ揚水

廃水浄過栖処理能力3，000m3／day

1号井は水質悪いため廃止

2号井のみ揚水稼動

3号井は構外に掘さくし昭和35年夏より使用

製氷能力10t／day

〃　　　　　　22t／day、

温湿度調整用水65％
洗浄用水30％使用
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地区名 工場および施設名

南足柄町。富士写真フイルムK　K。足柄工場

小田原市 印刷局酒匂工場

井戸番号

1

2

井戸名

深井戸
　（5本）
第1水源
湧水地

　深井戸

〃

きく井

年度
S一昭和

S－29
～32

S－16

さく井
側管孔
径m／m

300

きく井

深度
（m）

ポンプおよび揚
水動力の大きき

50～70

75

125m／mSP25～40H》

125m／mVP×12台

註）BH：ボァーホールポンプ

　SP：水中モーターポンプ
　TP＝タービンポンプ
　VP：渦巻ポンプ

川流域における工業地帯として今後さらに地下水の利用

が考えられる。

　なお寒川地区は用地にも相当の余ゆうを残しているか

ら，湘南地域のうちでも小田原市につぐ工場適地として

用水型工場の進出が可能となろう。

　3．6　小田凍地区

　小田原市には製紙・毛織，写真工業など湘南地域のう

ちでもとくに多くの用水型工場が操業しており，酒匂川

右岸には小田原製紙K．K．，湯浅電池K．K．，富士写真

フイルムK・K・などが立地しており，このほか調査当時

は最下流側でハリスガムK．K．の工揚が建設中であつた。

また酒匂川左岸側には大同毛織K．，K．，柳屋ポマードK．

K・など操業を行なつており，いずれも深井戸により被

圧面地下水が利用されている。小田原市の酒勾川流域に

　　　　　　，盤鞍講1鶯霧響

第3図　小田原市における工業用水調査対象工場位置図

は豊富な自噴性坤下水が賦存しており，おもにブOm以浅

の地下水が揚水されている。収水深度25～70m付近には

洪積層に属するきわめて透水度の高い砂礫層が発達して

おり，粘ニヒ層のとくに少ないのが特徴となつている。

　なお近年工場用井戸の増加により地下水の圧力面は次．

第に減少の傾向にあるが，現在なお揚水ポンプの休止時

には自噴するものが多く，揚水水位は湯浅電池K．K．で

約5m，富士フイルムK．K．小田原工場の酒匂川右岸に

新設の3号井では4mとなっている。

　小田原市の8工場における地下水取得量は総計16，800

m3／dayに達するが，第4図に示されるように諸都市に

おける工業用水使用状況孝比較すると小田原市の取水量、

は最高となつている。小田原における地下水取得量を各

工場別にみると大同毛織K，K．がもつとも大量の取得量

を示しでいるが，深井戸2本，浅井戸5本によつて約

8，000m3／dayの地下水が揚水されているも　このほか小

田原製紙K　K，では深井戸1本，浅井戸3本で約3，600

m3／day，湯浅電池K．K．では深度60m井1本により約、

1，700m3／day，，富士写真フィルムK．K．小田原工場では

現在深度36m井1本のみを使用して約1，800m3／dayの地

下水がそれぞれ揚水されている。

　また地下水以外の水源を利用する大蔵省印刷局酒匂工　，

場では約9，6qO　m3／dayの酒匂川の伏流を取水して．V・る。

そのほか富士写真フィルムK．K．小田原工場では井戸以

外に約1，000m3／dayがかんがい用水路に取水されてい

る。

　なお小田原市の各工場における深井戸取水量を平均す

ると1井あた、り約1，700四1，800m3／day程度の揚水量

となつているが，その水位降下の割合はいたつて小さく，

湘南地域のうちでもたしかにめぐまれたよい條件という

ことができる。

　3．7　南足柄地区

　酒匂川上流の足柄町には富士写真フイルムK．K。足柄

工場が操業を行なつているが，主水源として箱根外輪山

から供給される湧氷が使用されている。工場用水源は構

外にある2カ所の湧水池から取水されており，第1，第

2水源地をあわせ約51・000m3／dayに達する湧水が給

水されている。このほか工場敷地内にもうけられた深井

戸5本，浅井戸8本を使用して約9，000m3／dayの地下
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　　　　　　戸　大　　　　　　市　．　市
　　　　　　爆船
　　　　　　凪
第4図　湘南地域の諸都市における工業用水取得量の比較

犀水が揚水されている。湧水と井戸水を あわせ総計

60，000m3／dayに達する用水は約65％が温湿度調整用

にまた30％が洗浄用に供されており，その他残りが雑

用水に使用されてV・る。湧水池の水温は’14～15。C，水

比抵抗が14，000Ω一¢mというすぐれた水質は湧出量の

豊富な点とともに，工場専用水源としては他に比をみな

い好條件をそなえている・といえよう。なお今後工揚設備

・の拡張に伴ない工場敷地内には将来さちに井戸の掘さく

今後なお新設工場用とし深井戸の掘きく計画が
ある

構内に深井戸2本あるが，現在使用せず酒匂川
の伏流を取水している
開渠1km，導水路ヒューム管4km，取水量4
ケ（9ヲ600m3／day）

おもに洋紙・和紙の抄紙用に使用

　　（収水層ストレーナー深度は第3表参照）

計画による地下水利用が予定されている。

4．帯水層の規模および性質

　4．耳　相模川水系

　この地域では沖積層と洪積層が比較的明瞭に区別され，

洪積層上部には砂質粘土・泥からなる比較的厚い不透水

層が発達しており，沖積質の帯水層と洪積質の帯水層と
　　　　　　　　　　　　　　
の間に明瞭な不連続面がみとめられる。すなわち被圧面

地†水は水質的に相模川水系の表流水と全く無関係とみ

てよく，洪積層中の帯水層はおもに脊面の洪積台地にお

ける浸透水によつて広く滴養されているようである。沖

積層ほ主として砂および砂混りの砂礫層から構成されて

おり』その層厚は10～即mであるが，小規模ながら工業

用水源として利用されている。これら浅井戸による場合

は1井あたり約100m3／day前後の地下水が揚水されて

いる。洪積層中の帯水層は東洋陶器K・K・深井戸におけ

る厚い礫層のような例もあるが，一般には細礫層ないし’

粗砂混りの砂礫が主要帯水層となつている。洪積層中の・

帯水層は現在の河川の流向と1同じよう々こほず南北方向に

連らなる傾向をもつている。むろん東西方向にも厚さお

よびその性質に多少の相違を生じているが，少なくも帯

水層自身は柱状図によると，ある程度の対比可能な連続

性を有している。この地域の東西の両端すなわち辻堂付

近および平塚市では帯水層の発達が多少薄いか不充分に

なつているが，茅ケ崎～寒川地区ではかなりよく発達し

ている。全般的には酒匂川に較べると質および量の点に

おいて地下水に恵まれた地域とはいえないが，相模川東

岸地帯の幅5’》6kmの範囲におV・ては帯水層の発達状

況がまずまず良好であり，深度90m内外の深井戸によつ

て2，000～2，500m3／dayまでの揚水炉可能な地帯である。

　4．2　酒匂川水系

　小田原市中里の大同毛織K。k。で1ま総深度182mの深

井戸が掘さくされているが，80m以深の地層状況は明ら

かにされていない。しかしこの深井戸では深度80m以下

の5カ所から取水しているといわれるが，』その水質から

判断して80mまでとほ∫同じような地質状況にあるもの
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　　　　　第3表　　神奈ノ

No．
試　 料　 採　 取一　埴　 点

名 称

三菱電気K．K．大船工場

雫匹屋農園　浅井戸

森永醸造K．K．藤沢工場　浅井戸

関東特殊製鋼K．K．　南井戸

　〃　　　　西南井戸
松下電裁産業K。K．蓄電池工場　2毎井

　”　　一　乾電池工場

東洋陶器K．K．茅ケ崎工場　2号井

東邦チタニウムK。K．茅ケ崎工場3号井

　〃　　　　　・　4号井
東洋カーボンK。K。茅ケ崎工場浅井戸

東都製鋼K・K茅ケ崎鋳鋼所　津井戸

日東タイヤK・K・　釈井戸

一旭フ7イバーガラスKK盆号井

横浜護謹製造：K．K．　新井戸

　”　　　浅井戸
森永乳業K．K．平塚工場

日本冷蔵K．K。プラス牙ックフォィル

　　　　　　　　　　工場
、K　K・不二家平塚工場

　　　　　　1一新日国工業K．K．　　　　　　　＼

日本冷蔵K．K．製氷工場

大同毛織K．K．小由原土場　深井戸

　〃　　　』　　浅井戸．
F
　
K
． K，柳屋ポマード小田原工場

富士写真フイルムK　K．小田原工場

，湯浅電池K．：K．小田原工場

小田原製紙K』K．

小田原製氷K』．K．

富士写真フイノレムK．K．足柄工場

　　　　　　　　第一水源
　〃1　　　　　第二水源

　〃　　　　　　　18号井
掘抜自噴井

　　　・・昭和，T……大正》S　P・・…・

　・V一…・渦巻ポンプ，揚水量……

所．在　地

鎌倉市大船80σ

藤沢市藤沢136

　〃　辻堂1，110’

　〃
茅ケ晦市小和田3456

　〃　　　3782

　”　茅ケ崎6666

　〃　　　818

　〃
　〃　円蔵370

　”，矢畑830
高座郡寒川町一之宮

　〃
平塚市

　〃
　〃新宿698

　〃
　〃八幡西の原103

　〃馬入

　〃南原
小田原市中里208

　〃
　”鴨の宮八丁河原、

　〃井細田220

　〃多古18

　〃

　〃
足柄上郡南．足柄町中沼

　〃

　〃
　〃　岡本村沼田

水中ポンプ，BHP・・…

総深度

364

6

5

60

127

60

54

60

91

91

6

7

91

121

91

9
85

91

91

51

180

7

54

45

60

36

82

0

0
45

45

1、県湘南地域に

集水層の位置

備考S

321～355

自由面地下水

ク

42ケ49，70～86，111～115

50m付近’

43《・49

37創56

、45－5乳61～81

30～45，　62解78

自申面地下水

一
！
ク

27戸》29，44《’54，57’》72，74～76

43～52っ58～64，86《げ100

9～14，45戸》49，60～63，68～89

自由面地下水

61～82

11〔ゾ16，　49～57，、62～71　　尾

62阿86

83飼94，　103戸》108，　117戸》126，

138～142，　162～173

自由面地下水～

18倒24，　27～31，・34～36

25飼60

24m付近

51飼72

　　　　　　　　●ボア歩一ルポンプ，TP…．．
最大揚水量ではなく実動揚水量を示す。

　　戸26一（514）
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　　　　　　　　　　神奈川県湘南工業地帯の地下水（高橋　稠・安瞭　武）

おける工業用地下水水質分析結果　　 （試料番号は第7図参照）
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第5図　湘南地域における深井戸きく井地層図

と考えてよいようである。このことは酒匂川流域におけ

る帯水層が深部までよく発達している．ことを示している。

なおこの地域の井戸深度は前記の1井を除いて一般に浅

く，現在では40ん70mどまりである。・また沖積層と洪

』積層との境は相模川流域におけるようには明瞭でなく，・

砂礫層ない七巨礫を混じた砂礫層がよく発達し，比較的

浅い深井戸でも良好な帯水層に恵まれており，豊富に地

下水が得られている。酒匂川の表流は相模川水系と違つ

て地較的伏没しやすい條件を有していることも，この地謁

域の特徴という之とができよう。すなわちこンは被圧面

地下水が滴養されやすい地質條件をそなえており，豊か

な工業用水に恵まれた地域となつている。1．井当り適正

揚水量は井戸の孔径・深度によつても異なるが，相当お

おきな水量を見込むことができそうに思われる。

5．水質の地域的特徴

　5．1　調査測点

　湘南地域の地下水32点（被圧面地下水24点，自由面

地下水6点1自然湧水2点）について水質分析を行なつ

た結果は第3表に示したとおりである。・水質分析はその

成分量と質的組成を表現しており，これらの地下水の供

給状況・流動径路・帯水層の性質など水理地質を考察す
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一第6図　湘南地域における工場用深井戸収入管挿入深度

るに必要と思われる箇所・深度を選んで採水した。

　52　水質の検討

翫2．1　大船・藤沢地区
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　　　　　　　　　　　影！・

　第7図　湘南地域における水質分析試料採取地点位置図

　鎌倉・大船・藤沢地区は新第三紀層の分布地域に属し，

いぎおい地下水に恵まれない地区である。そのために工

業用水はほとんど市の上水道に依存している現状である。

大船で三菱電機K　K・が深度364mの深井戸からは分析

表のNo．1に示した水質の地下水が自噴している。こ

のように硬度6．5。dHのcarbonate　hardnessの区分に

属する概して良質の地下水が第三紀層内にあることは注

目に値する．これらの地下水は砂礫質の帯水層に含まれ

ているものではなくて，新第三紀層内の裂か水の集まつ

たもののようである。この新第三紀層地域で井戸の深

度・孔径とその適正揚水においてこの種の地下水がどの

程度利用できるかは一つの課題である。

　5．2．2　茅ケ崎地区　　　　　　　　　　　　’

　東海道線辻堂駅付近をほ穿東の限界とし，これより西

側では深井戸による洪積層中の地下水が利用されている。

関東特殊製鋼K．K。では水質はNo．4およびNo．5に示

したように概して良質の地下水である。No．4は90m

以浅の帯水層を利用したものであり，No．5は同時に

115m層をも利用したものである。両者の間にはおンき・

な水質上の相違がみとめられる。前者は硬度6，3qdHの

carbonate　hardnessの区分に属し，一後者は硬度2・2。dH

でcarbonate　alkaliの区分に属する水質組成を示して

いる。深度127mの西南井戸ではその水質から最下部の

帯水層が最も有効に揚水されてい・るようである。なお

　　　　　　　　　　　　　　　　　サNo．4では鉄が多く，No．5では亜硝酸の多いのが注目、

される。Nα5の著しいNO2一の含有についてはその．

原因が充分明らかにされない。茅ケ崎・寒川・平塚地区

では深い井戸においてNO2一の比較的多い含有がみと

、められるとい．う特徴をもつている。No．6およびNo．7

は松下電気K。K。の深井戸のそれであり，主として40～

50m付近の砂礫層を収水層として使用しているものであ

るが，浅い層も併用するためか水質分析からはその組成

が著しくかたより，電池工場特有の廃水による汚染の影

響も少しく受けているようである。したがつて，No．6

およびNo。7の水質は特殊な例にすぎないもので，帯

永層の性質を示すものではないようである。No．8は東

洋陶器K，K．の2号井である。この地点では巨礫層がと

くに発達し，37mか昏55卑まで厚さ約19mは巨礫からな

る帯水層である。同じく1号井では巨礫層が厚さ約7m

となつている。水質は硬度7．4。dHのhigh’carbonate

hardnessの区分に属し，少しく硬度の高いほかは良質

め地下水である。No．9およびNo．10は東邦チタニウ

ムK　K．の深井戸のそれである。40～50m付近の巨礫混

りの砂礫層と62～801h付近の砂礫層が収水層として利用

されている。水質は硬度6。3～7。3。dHのcarbonate

hardnessの区分に属し概して良質である．No・8，No・

9およびNo．10は揚水量が比較的おンきい。深井戸の

水質ではCP，SO42一が一般に僅少である。こゐ地区の

浅井戸による自由面地下水はNo．11およびNo。12に

示したようなものであり，Cl一，SO42一が被圧面地下水

より多い。

　5．2．3　寒川地区

　、この地区では主として深度42m以深にある粗砂混じ

りの砂礫層ないし細砂礫層が収水層として利用されてい

るが，その水質はNo．13およびNo．14に示したよう・

なものである。硬度は3・51dH程度であり・水質組成’

はdiagramに示した（5）の区分に属する特徴的なもの

である。この地区の深井戸がこのような水質を示すこと

は被圧面地下水が相模川の表流水とはほとんど無関係に

存在することを示しているものといづてよい．
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第8図　湘南地域における地下水の水質組成を示すkey　diagram
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第9図　HCO3一とCa2＋十Mg2＋との関係
　　湘南地域における水試料のNo．は分析表を参照

　5．2．4　平塚地区

　この地区の浅井戸による地下水の水質はNo．16に示

したようなものである。被圧面地下水より硬度が高く，

carbonate　hardnessの区分に属する性質をもつてV・る。

　』深井戸は洪積層中の地下水を利用しているが，’被圧面

地下水はその水質組成がきわめて特徴的である。その代

表的なものはNo。15およびNo・17～21に示したとお

りである。No。15は横浜護護K．K．で新しく掘つた

深井戸である。これは寒川地区と同じように（昼）の区

分に属する水質組成を示し，またCl一の比較的多いの

が注目される。No。17は森永乳業K』K．の深井戸であ

り』水質組成はcarbonate　alkaliの区分に属し，硬度

は著しく低くα2。dHにすぎない特徴的なも，のでぬる。

No．18は沖積層と洪積層の地下水が混合されて揚水さ

れているものである。

　No．19．ぱk．K．不二家で最近掘さくし，比較的おお

きな揚水量で連続運転されているものであるが，水質組

’歳はnoncarbonate　alka｝iの区分に属し，C1－272PPm

に達していることが注目される。このことは平塚の工場

地帯が過大揚水によつて将来塩水を引き込むおそれのあ

ることをある程度示唆しているものと受けとれよう。

No．20は新目国工業K．Kの深井戸であるが，20年以

F
上

たつたもので深井戸としての機能を喪失したもののよ

うである。

　著じく鉄およびSO42一が多いことは井戸としての過

剰揚水によつて洪積層中の粘土質ある，いは泥質層中の地

下水がしぼり出されることに起因しているもののようで

ある。分析表およびdiagramにその成分量と水質組成

を示したように，この地区の地下水は地点による変化が

おおきく，かついろいろな成分量および組成の地下水が

存在することは，比較的珍しい現象である。

　5．2．5　小田原地区

　分析表のNo．・22～28に示したように良質の地下水に

．恵まれた地区である。被圧面地下水は硬度3。5～4．30dH

のcarbonate　hardnessの区分に属する。

　5．2，6　足柄上郡地区

　富士フィルム足柄工揚の第1および第2水源では箱根

火即明神嶽水系の地下水が50，000m3／day余自然に湧

出してV・る』水質もNo．29およびNo．30に示したよ

うにまれにみる良質の地下水である、．また工場東方の沖

積平野下には厚い砂礫層が発達し，豊富な地下水を有し

ており，No．31のような水質を示している。南足柄町一

岡本村一小田原市にかけては多数の掘抜き自噴井が分布

し，その水質はN・．32に代表的に示したように一般に

きわめて良質なもののようである。

、饗二．噸難撚

第10図　湘南地域における地下水水比抵抗等値線図

6．　調査結果から引き出される総括的所見

　1）富士写真フィルム足柄工場をのぞく東海道沿線，．

諸都市の工業用水取得量総計は76，800m3／dayで，このづ

ち約46，200m3／dayが地下水によつてまかなわれてい

る。また大船から戸塚地区にかけては約8，000m3／day

の上水道水が工業用に利用されている。

　2）小田原市の酒匂川流域には水質・水量ともにすぐ

れた被圧面地下水が賦存しており，おもに70m以浅り深

井戸を利用することにより，湘南地域のうちでもとくに

豊富な工業用水源として今後の開発利用が期待できる。

　3）相模川右岸における平塚地区の地下水は地質柱状

図および水質分析結果などから検討するとあまり顕著な

透水部がみとめられず，水質の面でも不充分な点がみう

けられる。一方相模川左岸の寒川・茅ケ崎地区では砂礫

層がかなりよく発達しており，深度90mまでの深井戸を

利用することにより1井あたり2，000～2，500m3／dayま

での地下水利用が可能である。

　4）平塚・茅ケ崎地区は工業立地條件調査が進められ，

首都圏衛星都市指定の候補にもあげられていて工場の進

出が盛んである。旧海軍工廠跡には相当の工場用地もあ

り，今後工業都市として発展レていくため工業用水の需
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要増加を見込むと，地下水以外に相模川表流の利用を考

慮する心要があろう。

　5）大船地区の三菱電機K，K』，芝浦製作所K。K．な’

どの諸工場では地下水の取得が困難なため工業用にはい

ずれも経費面で割高な上水道水が多量に使用されている。

また各工場とも最近の増資拡張にともない用水の取得難

になやまされており，各工場では価格の低廉な水源とし

て工業用水道の給水が一様に希望されている。

　　　　　　　　　　　（昭和35年2月～3月調査）

：交　献

1）神奈川県：平塚市工場用水調査報告書，1959

2）小田原商工会議所：小田原市内工業用水調査報告

　　　　　　童聖1954
　　　　　　目，
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